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あれかこれか、ではなく
西脇亜由子

　新型コロナ禍になって変化したことはいろい
ろあるが、個人的な生活習慣としては、久しく
聴かなくなっていたラジオをまた聴くようにな
り、気に入った番組はタイマー録音までするよ
うになった。リアルの舞台や演奏を鑑賞する機
会が減り、家にいる時間がこれまで以上に増え、
無料動画サイトのほか音楽や動画の配信を視聴
する機会も増えたが、仕事や作業をしながらと
なるとラジオで音楽を流すくらいがちょうどい
いのだ。
　とはいえ、実のところ在宅時間の長さはこの
「にわかラジオブーム」の直接の理由ではない。
むしろそれ以前から、スマートフォンのアプリ
で番組情報を検索し聞き逃し再生を活用するな
ど、ラジオの聴き方が変わりつつあったことが
大きい。ちょうど前後してBluetoothスピー
カーを入手したこともありさらに聴き方が多様
になってきた。災害時にはラジオという音声メ
ディアが再評価されたというが、今の自分に
とっては単に音声メディアの魅力を再確認した
という以上に、ステレオなどの再生機器に限ら
ずPCやスマホを介してメタデータを含む文字

情報と共に容易にアクセスできるようになった
ことで、音声メディアの魅力が増幅されたとい
うことが大きい。
　同じようなことが図書館にも言えるのではな
いか。図書館に行けば使える資料や学習スペー
スの他、カウンターでのレファレンスサービス
や様々なガイダンスなど、図書館のサービスと
はまずはその空間での提供を念頭に置かれてい
る。資料に関してはオンラインでの提供も拡大
してきたがあくまでも補完的な存在であって、
やはり「来館利用」が図書館利用の指標として
最重要視されていたのではなかったか（入館者
数、貸出冊数、施設の利用回数などなど…）。
大学に入構できない、図書館に入館できないと
いった状況下で、改めて「まだやっていなかっ
たこと」や「もっとやれること」があるのでは
ないかと気づかされた。今号の特集もこうした
取り組みのあらわれである。来館利用かオンラ
イン利用か、対面授業か遠隔授業か、あれかこ
れか、ではなく、あれとこれのよさを活かして
いく方法を生み出そうとする局面に、我々はま
さに立ち会っているのだと思う。

 （にしわき・あゆこ／明治大学図書館）
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特集：オンラインサービスのこれから

　2021年度は、各大学でもハイブリッド形式を含む対面授業が再開しつつあるところかと思
われますが、新型コロナ禍によってオンラインリソースや学外アクセスへのニーズは急速に高
まりました。またオンラインツールを用いたレファレンスやオンライン授業支援など、従来の
「図書館という場所」に限定されないオンラインサービスに対してあらためて取り組みが求め
られています。
　今回は、6月5日開催予定の大図研オープンカレッジ（DOC）のテーマ『効果的なガイダン
ス動画作成講座』にも関連して特集を企画いたしました。各大学での様々なオンラインサービ
スの取り組みをご紹介いただきました。皆様の業務の参考になれば幸いです。
　また、DOCへのご参加もお待ちしております。開催情報も掲載しておりますので、ご参照
の上お申込いただければ幸いです。
 （大図研会報編集小委員会）

千葉大学附属図書館における
EZproxy（hosted 版）の導入

磯本　善男
　COVID-19の影響により、来館できない利
用者へのサービスの拡充が大学図書館の急務
となっている。電子コンテンツ（電子ジャー
ナル、電子書籍、データベース等）の拡充と
ともに、学外からもサービスが利用できる方
法を確立させなければならない。本稿は、電
子コンテンツの学外利用を可能とするソフト
ウェアEZproxyを千葉大学で導入した際の
経緯をまとめたものである。本稿における製
品等に関する記述は全て2021年3月時点の
ものである。

１．電子コンテンツの学外利用の実現
　電子コンテンツを学外から利用可能にする
方法としてはVPN接続という方法もある。
本学でも研究用VPNの運用をしているが、
電子コンテンツのリモートアクセスはその運
用目的に含まれていなかったため、この方法
は使用することができなかった。本学は学認

を運用していたため、2020年4月の時点では、
学認対応のコンテンツは学外利用が可能で
あった。海外の主要な電子ジャーナルプラッ
ト フ ォ ー ム ScienceDirect（Elsevier）、
Springer、Wiley、国内の電子書籍プラット
フォームMaruzen eBook Library（丸善雄松
堂）、KinoDen（紀伊國屋書店）は学認に対
応していたが、聞蔵 II、ヨミダス歴史館等の
国内の新聞系データベースは学認に未対応で
あった。この新聞系データベースは、令和2
年度についてはCOVID-19拡大を受けて各
ベンダーが学外からアクセスできる IDを有
償・無償で提供していたため、学外利用に対
応できた。しかし、COVID-19の収束が見通
せず、学外からの電子コンテンツ利用の需要
は今後も高まることは間違いないため、
EZproxy等のソフトウェアを導入すること
となった。
　EZproxyと同様の機能を持つものに、イ
ン ド の Eclat Engineering社 が 提 供 す る
RemoteXsがある。2021年 6月にEZproxy
とRemoteXsについてそれぞれの代理店であ
る紀伊國屋書店と丸善雄松堂から見積を取り
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寄せた。この頃は、COVID-19の影響で世界
中から導入の照会が殺到している時期であ
り、RemoteXsはSSOシステムとの連携は
当面できないとのことであった 1）。千葉大学
でも統合認証（SSO）システムの運用をし
ており、基本的に全ての学内システムの認証
は統合認証システムを通して行われる。統合
認証システムとの連携は必須条件であったた
め、千葉大学はOCLCが提供するEZproxy
の導入を決めた。

２．EZproxyについて
　EZproxy2）というソフトウェアはその名の
とおり、プロキシ（代理）サーバの役割を果
たすものである。現在、電子コンテンツへの
アクセス認証は、IPアドレス認証が主流と
なっている。あらかじめ大学が使用する IP
アドレスの範囲を各ベンダーに知らせてお
き、その IPアドレスからのアクセスは認め
る、という方式である。学外のネットワーク
からのアクセスは、この IPアドレスの範囲
外となるため、当然そのアクセスは拒否され
る。このEZproxyは学外からのアクセスに
おいてその中継の役割を果たすものである。
　EZproxyは自館でサーバを用意して管理
を行うオンプレミス（local版）版とOCLC
のサーバを利用するクラウド版（hosted版）
がある。オンプレミス版は2020年時点で新
規購入は終了しており、契約可能なものはク
ラウド版のみであった。クラウド版は自館で
サーバを用意する必要がないため、専門知識
のない職員でも運用可能で、手間もかからな
い、という点でのメリットは非常に大きい。
　hosted版のEZroxyの場合、OCLC側に専
用のサーバを構築し、そのサーバを通して学
外からのアクセスを行うように設定する。使
用される IPアドレスは当然、学内の IPアド
レスとは異なるため、あらかじめその IPア
ドレスをベンター側に通知しておく必要があ
る。ベンダー側の設定のために、申請書が必

要な場合は、時間がかかる場合もあるので、
導入の際には注意が必要である。
　なお、既に新規契約が中止されているオン
プレミス版の場合は、自館でサーバを管理す
るため、管理等の手間はかかるが、IPアド
レスは各機関の範囲となるため、各ベンダー
へ IPアドレスを追加登録するという手間は
省ける。

３．導入にあたって
　EZproxyの導入が決定した場合、最初に
以下のような情報を提供する必要がある。

　・OCLCシンボル
　・FTE数
　・認証方法
　・ドメイン名
　・コンテンツリスト

　基本的に代理店である紀伊國屋書店の方か
ら詳細な説明があるので心配は不要だが、「認
証方法」「ドメイン名」については十分な検
討が必要である。

３－１．認証方法について
　ここでいう認証方法とは、EZproxy自体
への認証方法である。EZproxyの認証方法
自体は多数あるが 3）、大学構成員全てが利用
でき、かつ運用の手間を必要最低限に抑える
ためにはその方法は限られてくる。本学では
1つのアカウントで全てのシステムを利用で
きる統合認証システム（SSOシステム）を
運用している4）。認証方法の選択にあたって、
利用者の利便性、運用の簡素化を考慮し、本
学の統合認証システムとの連携は必須条件で
あった。使用できる認証方法にSAML認証
があり、この認証方法は学認（Shibboleth認
証）を運用できる機関であれば使用すること
ができる。しかし、厳密には学認を用いての
認証ではなく「学認で使用している IdPを使
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用したSAML認証」である。このため学認
ではない仕組みを使って学外のサーバと連携
をすることは本学の運用として認められず
（2021年1月時点）、この認証方法は使用で
きなかった。
　そこで本学が採用したのが、図書館システ
ムE-CatsLibrary（以下、E-Cats）のWebサー
ビス機能‘MyLibrary’を使用した連携である。
先述の統合認証システムをE-Catsも使用し
ており、本学の構成員であれば統合認証シス
テムのアカウントを使用してMyLibraryを
利用できる。
　この場合のEZproxyの認証方法はExternal 
Script Authenticationとなる。この方法は
ユーザー側でOCLC指定の認証用のscriptを
作成しWebサーバ（本学の場合はE-CATS
のOPACサーバ）に置く。EZproxyサーバは
この scriptを通じて利用者がMyLibraryで認
証を通過しているかを判断しEZproxyの利
用を許可する。そうすることでMyLibrary
から本学の電子コンテンツへのリンク集の
ページに遷移させ、各電子コンテンツのペー
ジに遷移することで利用が可能になる、とい
う仕組みである。E-Catsを利用している機
関であれば、改修費用は発生するものの、安
全なEZproxyの認証方法を容易に確立させ
ることができる。

●E-Cats‘MyLibrary’からの利用手順
①MyLibraryにログインし、「外部リンク」
メニュー中にある「リモートアクセス」をク
リックする。

②本学が用意した電子コンテンツ一覧のペー
ジに遷移する。ここから各電子コンテンツに
アクセスすることで、学外からも電子コンテ
ンツが利用可能となる。

３－２．ドメイン名について
　上記のリンク集のページから各電子コンテ
ンツへのページに遷移する際には、通常の
URLからEZproxy用のアドレスに書き換え
る必要がある。具体的には各電子コンテンツ
の URL の 先 頭 に「https://xxxx.idm.oclc.
org/login?url=」のような文字列を追加する。
この「xxxx」の部分は各機関で設定できる。
また「idm.oclc.org」の部分も各機関のドメ
インに変更できるが、その場合はSSL証明
書の準備、DNS登録といった作業を各機関
で行う必要がある。ドメイン名については各
機関のポリシーに従う必要があるため、情報
管理を統括する部署との十分な協議が必要で
ある。千葉大学の場合もドメイン名を千葉大
学のものに変更して使用することとなった。
SSL証明書の購入やDNS登録は、販売業者
とのやりとり、学内の決裁等にかなりの時間
が必要になるため、導入計画を立てる際には
注意が必要である。

４．今後の展開について
　EZproxyは学外からの電子コンテンツの
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アクセスに使用するソフトウェア、という認
識が一般的であるが、学内からのアクセスも
全てEZproxy経由にする、という運用も可
能である。本稿で詳細に記述することは避け
るが、IPアドレス認証は学内からのアクセ
スを全て認める、という点で利便性は大きい
が、学内からであれば、本来は利用資格のな
い学外者も利用できてしまう。学認のドキュ
メントの中に2008年の田邊稔氏の発表資料
があり、その中でリモートアクセスは
「Authorized UserかつSecure Network」で、
という指摘とともに電子コンテンツの利用に
ついて、「IP認証」ではなく「ID認証」へ変
更されるべき、という主張がある 5）。電子コ
ンテンツの利用を学内、学外を問わず、
EZproxyやRemoteXs経由で利用するように
して、それらを各大学が運用するSSOと連
携することができれば運用の簡素化、詳細な
利用統計の把握といった事が可能になる。
Walk in Userをどう扱うか等、検討すべき
事項はあるが、この「IP認証」から「ID認証」
への移行は今後議論を深めていかなくてはな
らない事項である。
　EZproxyやRemoteXsの導入にはそれなり
の費用が発生する。学認が全てのコンテンツ
に対応すれば費用的な導入のハードルは低く
なる。しかし、先述したように日本のデータ
ベースにはまだまだ学認未対応のものが多
い。是非各ベンダー様には学認への早期の対
応をお願いしたい。ただ、学認の場合は各機
関でサーバを運用する必要があり、何かしら
のトラブルがあった際に一時的にサービスが
中断する可能性がある。勿論、クラウドで利
用するEZproxyやRemoteXsにもその可能
性が全くない訳ではないが、複数の手段を用
意するのが理想であろう。

５．おわりに
　EZproxy（hosted版）の導入事例は国内
ではまだ少なく、導入作業は全てが手探り状

態であった。私の不手際も多く、導入予定は
大幅に遅れてしまい、本稿執筆時点（2021
年 3月下旬）でようやく各ベンダーへの
EZproxy用の IPアドレス追加登録依頼が終
了し、本学の電子コンテンツリストのページ
もおおよそ完成して公開の目途が立ったとこ
ろである。本稿がこれから EZproxyや
RemoteXsの導入を検討している機関の参考
になれば幸甚である。
　最後に、EZproxyの導入に際しきめ細や
かな対応をしていただいた株式会社紀伊國屋
書店、日本電気株式会社千葉支社、株式会社
シー・エム・エス文教ソリューションCSグ
ループのご担当者様、導入に際し、技術面で
多大な尽力をいただいた千葉大学利用支援企
画課 岩井愛子氏には心から感謝の意を表し
たい。

1）RemoteXs． iJapan．https://www.
igroupjapan.com/solution/remotexs/ ， （ 参
照2021-03-28）．
2） EZproxy． 紀伊國屋書店．https://www.
kinokuniya.co.jp/03f/oclc/ezproxy.htm，（参
照2021-03-28）．
3） EZproxy authentication methods． 
OCLC．https://help.oclc.org/Library_
Management/EZproxy/Authenticate_users/
EZproxy_authentication_methods，（ 参 照
2021-03-28）．
4） 統合認証システム． 千葉大学統合情報セ
ン タ ー．https://www.imit.chiba-u.jp/
services/Giga/Mail/auth_system.html，（ 参
照2021-03-28）．
5） 田邊 稔．図書館におけるShibboleth利用
の実現可能性～ IP認証から ID認証へのパラ
ダイムシフト～．2008．https://www.gakunin.
jp/document/189 ， （参照2021-03-28）．

（いそもと・よしお／ 
 千葉大学 isomoto@chiba-u.jp）
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オンライン環境下での 
レファレンスサービスの諸相

高杉　幸史
１．はじめに
　新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を
受けて、中央大学も対面授業の中止や大学へ
の入構制限の措置がとられた。本学の図書館
も休館や短縮開館の対応を迫られることに
なった。既存の来館型サービスの提供が困難
な状況下で、試行錯誤しつつも各種のオンラ
インサービスを展開することとなった。学生
への学修活動を支援するために、日本語電子
書籍の拡充、種々のオンラインデータベース
のアクセス環境の改善など、電子資料の提供
環境の緊急的な整備を行うこととなった。コ
ロナ危機を受け、図書館の提供する各種コン
テンツの早急な整備がなされ、オンライン
サービスが急速に進展する中で、本稿では、
利用者を支援する人的なサービスであるレ
ファレンスサービスが非接触・非対面を念頭
に置いて、デジタル技術を活用した非来館型
のサービスを行うことで、いかなる変化を見
せているかについて考察することとしたい。

２．デジタルレファレンスサービスの展開
　感染症が拡大する中、図書館は閉館となり、
レファレンスカウンターも休止せざるを得な
かった。カウンターサービスの代替としての
デジタル技術を用いたレファレンスサービス
の必要性が高まってきている。
①Eメールレファレンスの実施
　数年前より、Eメールレファレンスの受付
フォームは公開していたが、このコロナ禍に
よって、利用者からの質問受付サービスの
チャンネルとして、大きな役割を果たすこと
となった。運営上の問題としては、利用者が
質問内容を十分に整理できておらず、自身の
情報要求が不明確な状態で質問を投稿してく
るケースがある。一方、図書館側は、レファ

レンスインタビューを寄せられたEメールを
読み解く段階では行うことができず、利用者
から送られてきた質問を熟読し、質問の背景
やその核心を見抜く洞察力も求められてきて
いる。利用者の情報要求を的確に把握するた
め、Eメールでの内容確認の往復作業も多く
なる場合がある。Eメールのやり取りで、利
用者の情報要求の把握が困難となった場合に
は、適宜、他の連絡手段に切り替え、電話な
どでのインタビューを行う必要がある。E
メールでのやり取りに終始した場合に、最終
的に利用者の状況に応じた正しい回答が提示
できたかどうか、利用者が満足のいく回答を
得られたかどうかが不確かなケースもある。
② オンライン会議システムによるビデオレ
ファレンスの活用

　2020年度後期より、Webexシステムを活
用したビデオレファレンスを開始した。E
メールレファレンスにおいては、往々にして
利用者の情報要求を的確に把握できない、あ
るいは求める回答を提供できたかが不確かな
場合がある。こうした問題を克服するために、
対面形式に近い形でのリアルタイムのオンラ
イン会議システムを活用したビデオレファレ
ンスを導入することとした。ビデオレファレ
ンスでは、双方向での会話が可能となり、利
用者の情報要求を的確に把握しやすいという
メリットがある。また、実際の検索プロセス
を画面共有することで適切な情報伝達が可能
となり、簡便なレファレンス回答にはチャッ
トツールで送信することで問題解決できると
いった利点もある。ただ、ビデオレファレン
スを開始するにあたっては、事前の面会時間
を調整する必要がある煩雑さから、現状では、
必ずしも利用実績は上がっていない。このた
め、Web上でも利用者が予約をせず気軽に
双方向の会話ができる手段を整えていくこと
が必要であると考えている。その手段として、
リアルタイムでのテキストチャットの導入に
ついての模索を始めたところである。Slack
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と連携して利用するSmallchatなど、すでに
複数の大学図書館での導入実績があり、無料
の範囲内でもある程度運用に耐えうるツール
は存在している。一方、新しいSNSツール
の利用にあたっては学内調整、さらに新たな
質問のチャンネルが増えることでの人員体制
の確保など、実現に向けた課題も多い。今後、
気軽なテキストチャットから、必要に応じそ
のままビデオレファレンスへと移行すること
が望ましい方向性と考えられる。
③ 現状のデジタルレファレンスの課題と今後
　コロナ禍の危機に直面する中、様々な有用
な電子的情報源があるにも関わらず、うまく
活用ができずに困り果て質問を寄せてくる利
用者もいれば、図書館が閉館する中で冊子体
の情報源を十分に活用できずに苦境に立たさ
れ質問を寄せてきている利用者もいる。利用
者が自身の知識要求を充足すべく、遠隔から
でも気軽に尋ねることができる質問受付窓口
としてのレファレンスサービスへの依存度は
必然的に高まっている。
　2021年度からは対面授業も始まり、図書
館も通常開館を目指している。今後は、通常
形態でのレファレンスカウンターを開設する
状況下で、同時にデジタルレファレンスをも
展開することとなる。こうした二元的なレ
ファレンスサービス体制を維持しつつ、限ら
れた要員体制で、利用者と資料・情報を結び
つけるよう注力することとなりそうである。

３ ．オンライン環境下での情報リテラシー教
育
①オンデマンド講習の提供
　従来からの文系学部の新入生を対象に演習
授業内の一コマで実施してきた情報検索講習
会については、学生が任意の時間に講習会の
サイトにアクセスし受講するというオンデマ
ンド形式に変更を余儀なくされた。全学の授
業支援システムのプラットフォーム上に、自
習型コンテンツを整備し情報検索のスキルが

習得できるよう動画コンテンツも交え、同サ
イトにて提供した。しかしながら、例年の授
業の一コマを利用した講習会と比べ、学生の
受講状況は低調であった。原因としては、教
員からオンデマンド講習の受講の指示が徹底
されていなかったことや、学生自体がそもそ
も各種の課題対応で忙しく、履修する余裕が
なかったことも推察される。以上のような実
情も影響し、時間や場所にとらわれず学生各
個人が自発的に受講を進められるという利便
性はあったものの、過年度に比べ受講率は芳
しくなかった。今後は、コンテンツの見直し
や実施段階では、教員から受講の周知徹底を
行い、事後の課題提出の義務化を図るなどの
工夫が必要であると考えられる。
②Web会議システムによるゼミ指導の実施
　学部2年生以上のゼミ・クラス単位の情報
検索講習会の実習については、オンラインで
開催とすることとした。Web会議システム
であるWebexを用いて、図書館と学生がオ
ンラインでつながる形での講習会を一部実施
した。従来型の講習会のようにリアルタイム
で検索画面のフローなどを学生に提示し、映
像や音声を送信することで、対面形式に近い
講習会を実現できた。講習会を運営するうえ
での最大の難点としては、学生の反応が分か
りづらいという点である。学生たちと対面し
ていないことから、情報検索講習の説明を続
けていく中で、ともすれば単一方向型の授業
展開になりかねない。学生の理解度がどこま
で進捗しているかが把握しづらいのである。
そうした問題を解決するうえで、講習会の中
盤に検索実習の時間を設け、反応を見ること
とした。適宜、実習と解説の時間を設けるこ
とで、対面方式よりも1つのトピックに対し
て時間を要することになり、結果として、対
面方式より伝達内容が縮減されてしまうとい
う問題も生じてくることとなった。さらに資
料作成上の問題として、配布資料と画面共有
用資料の双方の準備を行うこととなり、作成
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の負荷が増大した。今後は、資料作成の負荷
の軽減と参加者にとって分かりやすい資料提
示の両立を目指す工夫が必要である。
③ 「就活応援！企業・業界研究オンラインセ
ミナー」の開催
　これまで、キャリアセンターとの共催にて
開催してきた標記セミナーをオンライン形式
で開催した。「東洋経済デジタルコンテンツ
ライブラリー」、「日経テレコン」を活用した
企業・業界研究について、お昼休みの時間帯
に内容を凝縮し催した。各データベースを用
いてどのように就活に役立つ情報を収集し活
用すべきか、そのノウハウを伝授するオンラ
イン講座である。昼食をとりながらの参加を
可能としたことで、様々な学部から学年を問
わず、合計300名を超える多くの学部生の参
加実績があった。事前申し込み制をとること
なく、学生が直面する就活という課題を取り
上げ、かつランチタイムという時間帯に設定
したことで、その利便性が支持され、大変好
評な企画となった。

４．自宅学習支援用ポータルサイトの整備
　多様化する情報資源の中から、トピックご
とに関連する情報源を整理・紹介し、利用者
自身が自立して情報探索を行い、求める情報
源にたどり着けるよう支援するツールの作成
が以前から懸案となっていた。これまで毎年
度刊行してきた冊子型の「資料の探し方ガイ
ド」については、今時作成を取り止めた。こ
の冊子体「ガイド」の内容を全面的に改め、
ホームページ上に「自宅学習支援用のポータ
ルサイト」を開設することとした。電子的情
報が増大し、かつコロナ禍において、学部生
などの利用者を適切に良質な情報源へと誘導
する必要性が高まる中、一種のパスファイン
ダー的機能を持つサイトを提供することに漕
ぎ着けた。レファレンス担当者が在宅勤務を
行う中で構築作業を進めた。本学が契約する
電子ブック、電子ジャーナル、新聞記事デー

タベースなどの有料のネットワーク情報源に
加え、法情報、ビジネス情報の探索など、本
学の利用者のニーズの高い分野について、ア
クセス環境を整理している。コロナ禍で在宅
学習となった学部生に対し、初学者でも探索
のノウハウが身につけられるよう配慮し、不
安解消に役立ったと思われる。本サイトが開
設されて1年を経過することになったが、今
後のメンテナンスの必要性も生じている。と
りわけネットワーク情報源は変動や拡張が激
しいことから、労を惜しまず頻繁に情報を追
跡し更新していく作業が肝要となっている。

５．おわりに
　感染流行の「第4波」への懸念が表面化す
る中、感染症収束の時期はいまだ不透明であ
る。百年に一度ともいえる感染症の災禍に直
面する状況下で、価値観、社会観念が加速度
的に変容し、既存のパラダイムに変革が起き
てきている。こうしたコロナ危機を契機とし
て、これまでの図書館サービスを見直し、オ
ンラインサービスのあり方を再構築する好機
が到来したと捉えることもできる。今後も試
行錯誤を繰り返しつつも、本学の利用者に適
したオンラインサービスを模索していくこと
としたい。

 （たかすぎ・ゆきふみ／中央大学図書館）

令和 2 年度に熊本大学附属図書館
で実施したレファレンスサービス
および学修支援の状況について

廣田　　桂
０．はじめに
　本稿では、新型コロナウイルス感染拡大防
止のために熊本大学附属図書館中央館（以下、
中央館という）で実施したレファレンスサー
ビスおよび学修支援の状況について報告す
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る。中央館では、図書館課利用支援担当職員
4名がレファレンス業務に従事している。こ
の他、業務委託職員が貸出・返却カウンター
でクイックレファレンスに対応している。

１ ．コロナ禍における中央館のサービスと在
宅勤務の状況
　中央館では2020年2月28日から学外利用
者の入館制限を行い、対面によるレファレン
スサービスを休止した。春季休業期間中の開
館時間は8時40分から17時までであり、通
常であれば4月6日から閉館時刻を22時まで
延長する予定だったが、前期の授業開始日が
繰り下げられたことに伴い、17時までの開
館を継続することが決定した。その後は、熊
本県内の感染状況に応じて開館時間の延長と
短縮を繰り返し、2021年3月末現在では21
時までの開館としている。2020年4月16日
から5月31日までの土日祝日は臨時閉館と
していた。中央館が所在する熊本大学黒髪
キャンパスでは構内への立入制限がなかった
ため、平日の臨時閉館を行わなかった。
2020年4月から2021年2月末までの中央館
入館者数は68,498人であり、令和元年度の
同じ期間の入館者数の約5分の1程度となる。
　2020年4月27日から5月29日までの間、
利用支援担当職員を2名ずつの2グループに
分け、交代で在宅勤務を行った。2020年6
月1日から30日までと2021年1月20日から
2月26日までの間、1人あたり週1回程度の
在宅勤務を行った。

２．Moodleの活用
　対面によるレファレンスサービスを休止し
た後、まず4月前半に取り組んだのは、電子
コンテンツへのリモートアクセス情報を整理
し、提供することだった i。図書館ホームペー
ジでGakuNinへの接続方法を改めて紹介し、
特別に無料提供されたコンテンツの紹介を
行った。電子ジャーナルやデータベースの提

供元から連絡があったリモートアクセス情報
のうち、学内者のみに提供可能なサービスへ
のログイン IDとパスワードを提示する場所
としてMoodleを活用した。パスワード情報
を掲載するだけでなく、他のコンテンツを継
続して追加していくことを想定し、コース名
称を「図書館オンライン講習会（2020年度）」
とした。Moodleを活用することで、情報に
アクセスした利用者の属性や利用状況を容易
に把握することができた。その後Moodleに
は、例年5月と10月に対面で実施していた
図書館講習会の内容をeラーニング化したも
のを段階的に追加した。主な提供コンテンツ
は表1のとおりである。
　Moodleは自宅からもアクセスできるため、
コンテンツの作成に在宅勤務の時間を充てる
ことが多かった。対面講習会の準備と比較し
て、動画製作に多くの時間を要した。例年の
講習会実施時期に比べてコンテンツの公開が
遅かったが、想定していたよりも多くのアク
セスがあった。今後、Moodleには学部や研
究分野に特化したパスファインダーを追加し
ていくことが可能と思われる。現時点では、
非同期型で視聴するだけ・読むだけのコンテ
ンツが主となっているため、Moodleの機能
を活かした構成を検討し、より効果の高い教
材作成を目指したい。

３.　Zoomの活用
　中央館では6名の大学院生をティーチン
グ・アシスタント（図書館TA）として雇用し、
学部生を対象とした学修支援サービスを提供
している。令和2年度の勤務を4月から開始
する予定だったが、年度当初の出勤を見合わ
せることになった。図書館TAは6月1日か
ら勤務を開始し、7月半ばまでの間にコロナ
禍における学修支援企画の検討と実施のため
の準備を行った。
　学修支援について図書館TAと共に検討し
た結果、Zoomを用いたオンライン学修相談
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の実施、オンライン教材「プレゼンテーショ
ン講座」の作成、本の紹介サービス「本のソ
ムリエ iv」の実施が決定した。他大学の図書
館では、Zoomによる学修相談を事前予約制
としているところが多かったが、利用者が質
問したいと思った時すぐにZoomに接続でき
る方がいいという図書館TAの意見により、
サービス提供時間中 viiはZoomのミーティン
グルームを常時開設することになった。相談
を希望する利用者は「図書館オンライン講習
会（2020年度）」のMoodleコースにアクセ
スしてミーティングルームの IDとパスコー
ドを参照し、Zoomに接続する方法を採用し
た。図書館職員も同じ方法でオンラインレ
ファレンスを実施することとし、2020年7
月21日から図書館TAによるオンライン学修
相談と図書館職員によるオンラインレファレ

ンスを開始した。 
　各サービスの実施状況は表2のとおりであ
る。前期の試験期までは学部1年生によるオ
ンライン学習相談の利用があったが、後期に
なると全く利用されなかった。前期の入学後
すぐに遠隔授業が始まり、大学での人間関係
を構築する間も無く、藁をもつかむ思いで
Zoomに接続したのではないだろうか。対面
授業や課外活動が一部再開されるにつれて周
囲に相談できる相手が増えていったため、後
期はオンライン学修相談の利用に繋がらなく
なったのではないかと推測する。新入生向け
に、前期の早い段階で学修相談の存在につい
て認知してもらい、支援に繋げていく工夫が
必要だと思う。この他、Zoomではカメラオ
フやテキストメッセージだけの利用も可能と
していたが、学生へあまり浸透しなかった。

【表１】Moodleで提供したコンテンツ（一部）

名称 コンテンツ
公開開始日 種類 受講者数※ 閲覧数※

新入生総合教養講座「図書館活
用法」ii

2020年5月
8日

Webページ、確認テス
ト、事後アンケート

1,394
（小テスト
受験者数）

17,258
（小テスト
閲覧数）

法学系データベース講習会 iii 2020年6月
5日

Webページ、事後アン
ケート 80 833

日本語論文コース iv 2020年10月
6日

動画、Webページ、事
前 /事後アンケート、
一定の条件を満たした
受講者にバッジを発行

74 197

図書館TAによる講習会「プレ
ゼンテーション講座」

2020年10月
30日

動画、Webページ、ア
ンケート 90 172

就活のための電子ブック・新聞
記事データベース活用ガイド v

2020年12月
8日

Webページ、事後アン
ケート 59 633

※ 受講者数・閲覧数はコンテンツ公開開始日から2021年3月29日までの数

【表２】オンラインレファレンスおよびオンライン学修相談の実施状況
サービス 対応者 前期 後期 相談者（相談内容）

オンラインレファレンス 図書館職員 1 2 前期：学部1年生1人（利用案内１）
後期：教員2人（事項調査1、利用案内１）

オンライン学修相談 図書館TA 4 0 学部1年生4人（文献検索２，就職活動１,
期末試験対策1）
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　オンラインレファレンスには、教員の利用
があった。閲覧カウンターで直接問い合わせ
を受けた後、改めてZoomによるセッション
を行った例があった。このケースでは調査に
時間を要する質問を受けたため、調査結果を
後日メールで送信し、併せて電話で補足した。
教員はZoomでも躊躇なく、必要な場合には
方法を問わずサービスを利用するという印象
を持った。
後期になると、利用者がほとんどいない状況
であってもサービス提供時間帯には図書館
TAや図書館職員がZoomに常時接続してお
かなければならず、効率の悪い運用となって
いた。その状況を改善するため、2021年2
月に事前予約カレンダー（TimeRex）を新
設し、利用者が希望時間帯をクリックすると
自動的にZoomのミーティングIDとパスコー
ドが発行され、利用者が入力したメールアド
レス宛に送信されるようにした。申し込み方
法を変更した時期が後期試験終了後だったた
め現時点で新しい方法による申込みはない
が、次年度の状況を観察したいと思う。
　Zoomを用いることで場所の制約は無く
なったが、実施時間については、対面サービ
スと同じ時間帯を設定している。学生が希望
する時間帯とズレが生じている可能性があ
り、そのことが利用に繋がらない原因となっ
ている可能性があるため、再考の余地がある。

４ ．最後に：いろいろとやってみたことの
きっかけ
　この1年、コロナに翻弄され、何が正解か
分からず、それでも今できることは何なのか
を模索し続けた。私は2020年4月1日に熊
本大学教育学部教務担当から2年ぶりに図書
館の現場に戻ったばかりだったので、不在
だった2年間の本学図書館および図書館業界
の状況がよく分からなかった。そのような時、
4月5日に大図研第28回オープンカレッジ「＜
ウェビナー緊急開催＞オンラインミーティン

グ開催講座 viii」が開催されることを知り、
Zoomをまともに使ったことも無かったが、
とりあえず参加してみた。
　大向一輝氏の講演では、オンライン動画の
作成・配信をする際の環境や機材について具
体的に知ることができた。オンライン講義は
リアルタイムで実施するのか、それともオン
デマンドで実施するのかという観点や授業関
連情報を受講者へ伝達する方法など、その後
本学でオンライン講習会を計画する際の参考
となった。
　吉本龍司氏の講演では、オンラインミー
ティングやリモート環境でのコミュニケー
ションについて知ることができた。オープン
カレッジが開催された4月前半の時点で、本
学では在宅勤務の実施がなく図書館ではソー
シャルディスタンスを保ちながらの対面ミー
ティングが継続していたため、リモート環境
に対する実感が沸かなかった。後にZoom
ミーティングや在宅勤務が普通のことになる
と、講演で紹介された事例と同様のことが実
際に起こったが、事前にお話を伺っていたた
め戸惑うことなく対処することができた。吉
本氏には、10月11日に実施された第51回大
学図書館問題研究会全国大会（オンライン）
の第6分科会：図書館経営「図書館業務とテ
レワークのあり方を考える」でもお話を伺っ
たが、その際に紹介されたTimeRexを業務
に取り入れたことをここで報告させていただ
く。
　オープンカレッジで講演いただいた大向氏
と吉本氏、また、大図研の運営に携わってい
る皆様のおかけで様々な気づきを得たことに
大変感謝している。これからも、悩みながら、
業務の改善につながると判断されるものはで
きるだけ実践し、効果的な学修支援に繋げて
いきたい。

i　熊本大学附属図書館ウェブサイト　新型
コロナウイルス感染症対応特設ページ　電子
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コンテンツへのリモートアクセス」
https://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/corona/
remoteaccess（最終アクセス2021年4月6日）
2020年4月10日に図書館ホームページ「図
書館からのお知らせ」に情報をまとめ掲載し
た。その後、2021年1月22日に「新型コロ
ナウイルス感染症特設サイト」を開設し、上
記リンクをまとめた。
ii　教養教育の一環として実施されるオムニ
バス講義（単位認定なし）の一部。例年は対
面講義とeラーニングを併用して開催してい
たが、eラーニングのみの実施となった。「図
書館オンライン講習会（2020年度）」とは別
のMoodleコース内に作成した。
iii　4月から5月にかけて法学系のデータベー
ス提供元の講師による対面講習会を予定して
いたが中止となった。学部の要請により、対
面講習会に代わるものとして作成した。
iv　例年、前期と後期に実施している図書館
主催の講習会。音声を新録し、PowerPoint
のスライドと合成した。
v　例年実施している図書館主催講習会「新
聞記事コース」を、就職活動に役立てるとい
う観点から刷新し公開した。公開前に就職支
援課に内容の確認を依頼した。
vi　「本のソムリエ」は瑞浪市民図書館の取り
組みを参考に図書館TAが企画した。
瑞 浪 市 民 図 書 館 Twitter　https://twitter.
c o m / m i z l i b _ k o m a d o r i / s t a t u s / 
1260797410810269696（最終アクセス2021
年4月6日）
vii　図書館職員によるオンラインレファレン
スは平日13時から16時まで、図書館TAに
よるオンライン学修相談は平日16時から19
時までであり、対面サービスを実施していた
時と同じ時間帯とした。
viii　大学図書館研究会学術基盤整備研究グ
ループ 第28回大図研オープンカレッジ「オ
ンラインミーティング開催講座」https://
sites.google.com/site/scienceinfra/activities/

doc_28th_online_meeting（最終アクセス
2021年4月6日）

（ひろた・けい／ 
 熊本大学教育研究支援部図書館課）

「LA が筑波大生の質問にオンライ
ンで答えてみた」 
―大学院生チューターによる動画
作成の取り組み―

石津　朋之、松野　　渉
　筑波大学附属図書館では、博士前期・後期
課程（一般的な修士・博士課程に相当）の大
学院生がラーニング・アドバイザー（以下
LA）として学習支援活動を実施している
（2020年度は7名が活動）。主な業務は館内
に設置した学生サポートデスクにおける学習
相談への対応で、例年400件以上の質問・相
談が寄せられている。また、Web本棚サー
ビス「ブクログ」を用いたおすすめの本の紹
介、実物の資料展示のほか、例年LAセミナー
と題した学習支援に係るイベントを企画・実
施してきた。（https://www.tulips.tsukuba.
ac.jp/lib/ja/support/la）
　2020年度は新型コロナウイルス感染症対
策のため、筑波大学でも授業はほぼオンライ
ンとなり、附属図書館も臨時休館・利用制限
といった例年にない対応を余儀なくされた一
年であった。これに伴いLAの活動も大幅に
制限され、春学期はデスクを休止、再開した
10月以降の秋学期における質問・相談への
対応件数も大幅に減少し、通年相談件数95
件と例年の4分の1を下回る形となった。
　LAセミナーも例年のような対面形式での
開催が難しい状況の中、2020年度は代替企
画として「LAが筑波大生の質問にオンライ
ンで答えてみた」という動画の作成・公開を
実施した。本企画は通学を制限され教員や先
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輩との関係を築くこともままならず、学習や
研究に関する相談の機会を持てない後輩たち
の悩みを汲み取りたいというLAからの提案
を受けて実現したものである。
　質問はGoogleフォームを用いて在学生か
ら募集した。企画の周知や質問の募集には図
書館エントランスでのポスター掲示の他、来
館できない学生にこそ周知できるよう
TwitterやFacebook等のSNSを積極的に活
用した。2週間に満たない募集期間にも関わ
らず学群1年生（一般的な学部1年生に相当）
から大学院生まで幅広く12件もの質問が寄
せられた。
　収録に先立ち、寄せられた質問を「研究テー
マ・進路」、「レポート執筆について」、「資料
の探し方」の三つのカテゴリに分けた。進行
役のLAがそれぞれのテーマに沿って質問を
紹介しながら他のLAに話題を投げかける座
談会の形式で収録が進められた。コロナ禍の
中、LA自身も例年の月例ミーティングが実
施できない期間が長くあったが、それを感じ
させないほど息の合ったやり取りを見せてく
れる様子は是非実際の動画にてお確かめいた
だ き た い。（https://www.youtube.com/
channel/UCK8ZZOx19VxL2WS-dJXQ-Mg）
　撮影は中央図書館内で行った。当日は密を
避けるため、部屋の広さやカメラの視野角と
の兼ね合いも見ながら、LA同士が適正な距
離を保てるよう心がけ、時には職員側から指
示を出すこともあった。
　動画の編集はLAに全体の構成やテロップ
のつけ方などの方向性を決めてもらい、仕上
げは職員が行った。作業にはAdobe社の

Premiere Rushを使用した。編集作業にやや
慣れが必要なソフトであり、音声の同期やテ
ロップの配置などに工夫が必要な場面はあっ
たが、企画当初の予定通り1月からの公開に
こぎつけた。
　YouTube上にチャンネルを作成し、三つ
の動画を1月6日から15日にかけて3回に分
けて順次公開した。本稿を執筆している3月
現在では最初の動画に450回、他の2件にも
100回以上と予想を超える視聴があり、また
カレントアウェアネスにも掲載されるなど外
部からの反響もいただけた。（https://
current.ndl.go.jp/node/42948）
　この企画の他、2020年度は学生サポート
デスクのオンライン相談の試行も開始し、図
書館への来館が難しい状況でもLAへの相談
ができるよう準備が整いつつある。動画の配
信を通してLAの活動自体が周知され、2021
年度以降の学生サポートデスクに寄せられる
質問・相談件数の回復、ポストコロナに対応
する新しい学習様式に即した相談の増加、さ
らにそれらを通した図書館利用の活性化が期
待される。
　DOC当日は、本企画の詳細について写真
等を交えて紹介する予定である。ご興味をお
持ちいただけた方には、事前に動画をご覧に
なって、奮ってご参加いただけると有難い。

（いしづ・ともゆき／筑波大学附属図書館  
 学習支援推進ワーキンググループ）
（まつの・わたる／筑波大学附属図書館  
　学習支援推進ワーキンググループ 
 ［執筆当時］）

大学図書館研究会第52回全国大会のご案内
　第52回全国大会が、以下の日程で開催されます。詳細等は決まり次第大会Ｗebサイト等で案内いたします。
　　日程：2021年9月18日（土）～ 9月20日（月・祝）　　　開催方法：オンライン形式

9月18日（土）
・会員総会
・研究発表
・記念講演
・交流会

9月19日（日）
・課題別分科会
　第1分科会：大学図書館史
　第2分科会：利用者支援
　第3分科会：資料保存

　第4分科会：キャリア形成
　第5分科会：学術基盤整備
　第6分科会：図書館経営

　第7分科会： 図書館建築・ 
デザイン

　第8分科会：出版・流通

9月20日（月・祝）
・シンポジウム

　大会運営に参加していただける実行委員を引き続き募集しています。ご協力いただける方は以下までご連絡くださいますよう、お願いいた
します。 【お問い合わせ先】全国大会実行委員会： taikai@daitoken.com
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参加報告：�大学図書館問題研究会関西3地域
グループ合同例会

「Alma導入の苦労話を聞こう」 
参加記

小山荘太郎

　2021 年 1 月 10 日、大学図書館問題研究
会関西 3 地域グループ合同例会「『Alma 導
入の苦労話を聞こう』ー体験者が語る導入の
ポイントとはー」が Zoom を使用したオン
ラインミーティング形式で開催された。関西
3 地域グループ合同例会は毎年京都・大阪・
兵庫の 3 つの地域グループが合同で催して
いる行事であり、今回は主に京都地域グルー
プが企画・運営を担当し実施された。
　まず野間口真裕京都地域グループ長と司会
の安東正玄氏（京都地域グループ）から開会
の挨拶と今回の例会の趣旨説明が行われた。
3 年前の 2018 年の合同例会の際にも、入江
伸氏が慶應義塾大学と早稲田大学との共同調
達による Alma の導入を取り上げていたが、
今回は日本で 2 番目かつ単独機関としては
初めて Alma を導入した佛教大学の事例を取
り上げる旨の説明があった。「苦労話」は導
入時の経験について率直にリアルな話をとい
う趣旨からで、電子資料の比重が増す変化の
中での図書館システムを考えるという観点か
らも今回の主題を取り上げたとのことであっ
た。
　飯野勝則氏による講演「Alma の導入で
知っておいてほしいこと」については、当日
の投影資料が京都地域グループ Web サイト
にて公開されており、講演の内容が詳細に記
載されているのでご参照願いたい 1）。
　Alma は従来の図書館システムの機能に加
えて、リンクリゾルバ機能や電子リソース管
理システムなどを有する ExLibris 社の図書

館サービスプラットフォーム（LSP）であり、
2020 年から佛教大学での運用が開始された。
　Alma を導入した様々な理由が説明され、
クラウドサービスによりセキュリティ面や最
新プログラムの利用で利点があること、5 年
周期のシステムリプレイスの負担から脱却で
き る 点 な ど の 理 由 が 挙 げ ら れ た。 更 に
MARC21 のエンリッチメントされた書誌レ
コードを活用可能である点、システムを通じ
て Alma を使用する世界的な図書館コミュニ
ティの一員として活動できる点などについて
も説明があった。システム管理に関する具体
的な理由と、システムを通じて図書館業務全
体にかかわる理由の双方が言及されていたと
思う。
　次に旧図書館システムからのデータ移行に
つ い て は、2019 年 か ら 2020 年 に か け て
ExLibris 社との間でシステマチックな形で
作 業 が 進 行 し、 移 行 作 業 の 開 始 前 か ら
Request for Proposal（RFP）において日本
語での移行対応などを事前に明記することが
重要とのことであった。
　続いて、Alma の各種機能の特色が業務分
野ごとに報告された。
　受入業務では、過去の予算データや会計系
の帳票、日本では一般的である除籍の処理な
どが余り重視されていないとのことで、そう
いった点に留意した工夫が必要となる一方、
API などによる各種データ出力が活用できる
とのことであった。この点に限らず、これま
での海外での運用に基づく Alma の機能と、
日本独自の業務上の要素との間での差異が随
所で具体的に紹介されており興味深かった。
　目録業務については、Alma の外部から
NACSIS-CAT と連携を行っていること、書
誌レコードがエンリッチメントである利点、
購読済み電子資料の情報が反映される利便性
などが取り上げられた。受入業務なども含め
て、電子資料関連の様々な機能も紹介されて
おり、電子資料業務についても参考になる点
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が多かったと思う。
　利用者サービス関連については、入退館
ゲートなどの外部システムとの高額な直接連
携を避け、ゲートウェイのサーバを 1 つ設
置し中継する形で各システムと連携している
とのことであった。また Alma の標準ワーク
フローに世界での運用実績から自宅配送など
の機能が備わっており、感染症対策の中で活
用されたという点も面白かった。
　利用者サービスで気を付ける必要のある点
として、貸出条件などの設定が複雑であるこ
と、利用者情報や配架情報の項目立てなどで
日本の図書館システムとの違いがあることな
どが説明された。
　今後の予定として、WorldCat へのデータ
提供、Alma ではデフォルトであるメールで
の自動発注による省力化など多くの取り組み
が挙げられた。電子ジャーナルのライセンス
情報公開や機関リポジトリ機能の活用など、
電子資料関連の業務を更に取り入れようとし
ている点に今後も注目する必要があるかと思
う。
　「最後に気を付けて欲しいこと」としては、
Alma も完璧なシステムではなく軽微な不具
合や日本語面での変更が必要な一方で、
Alma のユーザーコミュニティの層が厚いこ
とから、コミュニティ内で他大学の作成した
ツールを共有するなど、アイデア次第で様々
な取り組みを実現できる利点は大きいとのこ
とであった。図書館員も API を学んでいく
ことでこのような経験の共有が可能となり、
導入に伴う問題点はクリティカルではなく留
意すればクリア可能なものが多いことから、
Alma 導入に不安もあったものの職員間でも
高評価を得ているとのことであった。
　講演終了後には事前に提出された質問も含
めて質疑応答が行われた。Alma を導入した
ことで旧図書館システムと比較して利用不能
になった機能は特になく、独立した OPAC
はなくなったがディスカバリーサービスで代

用しており、特に支障なく運用しているとの
ことであった。また WorldCat との連携は行
う予定であるものの今後も NACSIS-CAT と
の連携を主と考えていること、NACSIS-
CAT との関係のあり方が今後 Alma の日本
での普及において重要であることについて言
及があった。事前の検討・準備は導入の 1 年
前よりも更に前の時点から開始する日程が望
ましいこと、導入の際の予算面の調整や契約
形態などの話題も取り上げられた。
　飯野氏の講演は Alma の導入に当たって必
要な作業や留意点、Alma 固有の特色や飯野
氏の行った工夫などを、Alma を扱った経験
がなくとも理解しやすい形で具体的に説明し
尽くしており、図書館システムや各業務の担
当者にとってとても有益な情報が詳細に提示
されていた。
　Alma に関する具体的な事例報告であると
ともに、飯野氏が図書館システムを軸として
今後の大学図書館の業務や図書館同士の協力
関係をどのように構想しているかという、全
体的な議論も展開されていた点が印象的で
あった。飯野氏が言及した、国際的な Alma
ユーザーのコミュニティへの参加による運用
方法の共有化、MARC21 の書誌レコード活
用などの構想は今後の展望であると同時に、
これまで日本の大学図書館が受入目録業務の
電算化以降個別にサーバを設置し、NACSIS-
CAT/ILL による連携を大きな要素として図
書館システムを運用してきた、大学図書館史
を問い直す長期的な視点でもあることを感じ
させられた。Alma の導入を具体的に検討す
るか否かにかかわらず、今後の図書館システ
ムと大学図書館を巡る議論において参考とな
る問題提起であったと思う。
　今回の例会は京都地域グループが京都市内
の大学図書館の事例を取り上げることによっ
て、大学図書館界全体の課題についての議論
を共有する、合同例会の趣旨にふさわしい内
容であったと思う。新型コロナウィルス感染
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症の影響が続き 2 年連続のオンライン開催
となったことで、今回も 3 地域グループの
会員が一堂に会することができなかったのは
少し残念であった。それだけにこういった状
況の中でも地域グループ間のつながりが途切
れることなく、例年と同じく学びの場が設け
られたことはとても有難いことであり、今後
の関西での各地域グループの活動にも楽しみ
ながら参加していきたいと感じている。

1）大学図書館研究会京都地域グループ Web
サイトの以下のページ。
大図研関西 3 地域グループ合同例会「「Alma
導入の苦労話を聞こう」ー体験者が語る導入
のポイントとはー」　https://www.daitoken.
com/kyoto/event/20210110.html

（こやま・そうたろう／ 
 三重大学国際・情報部）

2020/2021年度　大図研オープンカレッジ（DOC） 
第29回「効果的なガイダンス動画作成講座」

日　時：2021年6月5日（土）14：00-16：15（予定。最長16：30まで。受付13：45～）
会　場：ZOOMオンライン会議システム　全国どちらからでも受講いただけます。
講　師：宮原 俊之氏（帝京大学高等教育開発センター主任 教授・教育方法研究支援室 室長）
　　　　石津 朋之氏（筑波大学附属図書館 学習支援推進ワーキンググループ）
内　容：「効果的なガイダンス動画作成概論」（仮）（宮原氏）
　　　　事例紹介「筑波大学での大学院生チューターによる動画作成の取り組み」（石津氏）
参加費：大図研会員・無料，非会員・500円
参加申込： こちらのサイト（http://ptix.at/pautPK）からお申し込みください。前日までに、配信用

URLをお送りいたします。
申込締切：2021年5月31日（月）

新規グループ募集のお知らせ
　2021/2022年度の新規地域グループ、研究グループを募集いたします。
　新規に申請する場合は、大図研ウェブサイトをご確認の上、申請フォームからお願いいたします。
※ 研究グループにつきましては、毎年の継続申請が必要となります。大図研ウェブサイトをご確認の上、
申請をお願いいたします。

　申請期限は、いずれも2021年5月31日です。
 研究企画小委員会
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